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須
高
地
区
農
業
委
員
会
協
議
会

(
会
長
神
林
利
彦
)
は
、

2
月

μ

日
開
催
の
総
会
で
決
議
し
、
去
る

3
月

8
日
、
須
高
地
区
3
市
町
村

の
農
業
委
員
会
長
が

3
市
町
村
長

を
訪
ね
「

1
月
日
日
か
ら
の
大
雪

被
害
対
策
に
関
す
る
要
望
書
」
を

提
出
し
ま
し
た
。

そ
の
支
援
対
策
の
内
容
は
、

①
道
路
の
早
期
除
雪
と
田
畑
の
融

雪
対
策
に
対
す
る
補
助

②
被
災
農
業
者
へ
の
再
建
に
向
け

た
融
資
事
業
に
対
し
て
の
利
子

補
給
措
置

③
農
業
共
済
金
の
早
期
支
払
い
要

桂
洞

④
仮
復
旧
及
び
被
害
拡
大
防
止
に

使
用
し
た
資
材
購
入
費
用
に
対

す
る
助
成
で
す
。

被
災
さ
れ
ま
し
た
農
業
者
の
皆

様
に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す

と
共
に
、
一
刻
も
早
い
復
旧
、
共

済
金
の
支
払
い
等
が
な
さ
れ
ま
す

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す。

1
月
比
日
か
ら
の
雪
害
は
、
須

高
地
区
全
体
で
約
四
凶
の
被
害
面

積
、
側
万
円
余
の
被
害
額
で
し
た
。

(内
、
須
坂
市
約
日
凶、

約
臼
万

円
)

(農業関

主な内容

。農業施策に関する意見書要旨・
回答

O市農林課からお知らせ
係補助制度)

O第21期農業委員退任あいさつ
O標準労賃・機械作業標準料金・
賃借料情報

O新規就農者紹介
O家族経営協定合同調印式
O農地利用状況調査の結果



農
業
~麹
策
に
関
寸
る

意
見
守
要
旨

(2) 平成29年 5月 1日

平
成
mm
年

1
月
刊
日
、
市
役
所

に
お
い
て
、

三
木
市
長
に
「
平
成

お
年
度
須
坂
市
農
業
施
策
に
関
す

る
意
見
書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
法
の
改
正
に
伴
い
、

「
建
議
書
」
に
替
え
て
今
年
度
か

ら
提
出
す
る
も
の
で
す
。
そ
の
後
、

市
長
よ
り

3
月
却
日
に
回
答
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
概
要
は
、

で
す
。

すざか農業委員会だより

以
下
の
と
お
り

仁二3

τミf

I
農
業
振
興
に
つ
い
て

O
農
産
物
等
の

P
R

産
地
品
質
に
見
合
っ
た
評
価
と

J
A
な
が
の
と
連
携
し
た
農
家
の

技
術
向
上
、
農
産
物
の
安
定
供
給
、

ま
た
高
規
格
品
の
プ
レ
ミ
ア
ム
化
。

仲
買
人
、
ス
ー
パ
ー
、
消
費
者
等

へ
の

P
R
、
報
道
機
関
へ
の
積
極

的
な
情
報
提
供
、
発
信
。
農
業
・

農
産
物
と
観
光
を
結
び
付
け
た

P

R
を
海
外
も
含
め
た
検
討

回
答市

で
は
産
地
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上

の
た
め
、
ブ
ド
ウ
の
長
期
保
存
用

冷
蔵
庫
や
共
選
所
の
高
機
能
選
果

機
の
導
入
、
果
樹
奨
励
品
種
の
苗

普
及
支
援
、
フ
ル
ー
ツ
発
泡
酒
事

業
等
に
つ
い
て
、

J
A
な
が
の
と

連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

P
R
活
動
で
は
、
フ
ル
ー
ツ
ハ
リ

ウ
ッ
ド
の
名
称
を
掲
げ
た
大
市
場

で
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
や
全
国
各

都
市
で
の
新
品
種
を
中
心
と
し
た

農
産
物
売
り
込
み
の
継
続
の
ほ
か
、
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答

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て

も
使
用
し
て
い
ま
す
。
海
外
の
活

動
に
つ
い
て
も
県
農
産
物
等
輸
出

事
業
者
協
議
会
に
加
入
し
、
情
報

収
集
に
努
め
て
い
ま
す
。

O
人
・
農
地
プ
ラ
ン
(
地
域
農
業

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
)
の
周
知

市
内

2
地
区
で
策
定
さ
れ
て
い

る
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
周
知
と
登

録
経
営
体
(
農
家
)
等
の
登
録
増

回
答人

・
農
地
プ
ラ
ン
は
市
報
等
で

制
度
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、
一
層

の
周
知
を
図
る
た
め
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
周
知
を
行
い
ま
す
。

最
近
は
国
庫
補
助
事
業
の
採
択

要
件
等
に
人
・
農
地
プ
ラ
ン
へ
の

位
置
づ
け
が
必
要
に
な
っ
て
い
る

の
で
事
前
に
広
報
等
で
申
請
希
望

者
を
募
り
、
随
時
、
人
・
農
地
プ

ラ
ン
の
登
録
経
営
体
(
農
家
)
の

増
加
を
図
っ
て
い
ま
す
。

O
農
業
サ
ポ

l
タ
l
等
の
技
術
向

上
・
育
成
及
び
短
時
間
勤
務
サ
ポ
l

タ
l
養
成
の
検
討

回
答今

後
も
、

J
A
な
が
の
営
農
技

術
員
や
認
定
農
業
者
に
技
術
講
習

を
行
っ
て
い
た
だ
く
な
ど
、
技
術

向
上
等
に
取
り
組
み
ま
す
。
短
時

間
勤
務
サ
ポ

l
タ

I
は
、
募
集
の

際
に
も
周
知
し
て
お
り
、
支
援
の

機
会
を
増
や
す
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

。
シ
ン
ク
イ
ム
シ
類
の
被
害
予
防

対
策

近
年
増
加
し
て
い
る
シ
ン
ク
イ

ム
シ
類
の
被
害
軽
減
・
予
防
。
フ
ェ

ロ
モ
ン
へ
の
市
補
助
検
討

回
答果

樹
試
験
場
、
病
害
虫
防
除
所
、

J
A
な
が
の
で
被
害
実
態
、
防
除

時
期
及
び
期
間
、
防
除
薬
剤
等
を

検
討
し
、
防
除
麿
を
見
直
し
配
布

し
た
り
、
特
報
等
に
よ
る
情
報
提

供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
フ
ェ
ロ
モ

ン
へ
の
市
の
支
援
は
、
被
害
が
全

市
的
状
況
で
は
な
い
た
め
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

。
大
規
模
農
産
物
直
売
施
設
の
市

内
適
地
へ
の
設
置
検
討

回
答須

坂
・
長
野
東

l
C
周
辺
に
大

型
複
合
生
活
モ
ー
ル
の
構
想
が
あ

り
、
そ
の
中
に
農
産
物
直
売
所
設

置
の
計
画
が
あ
り
ま
す
。
市
と
し

て
も
地
域
農
業
振
興
に
も
有
効
と

考
え
、
積
極
的
に
協
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

E
農
地
対
策
に
つ
い
て

O
有
害
鳥
獣
被
害
対
策

既
存
電
気
柵
の
老
朽
化
に
伴
う

施
設
更
新
、
修
繕
及
び
新
設
に
係

る
地
元
支
援
。
カ
ラ
ス
・
ム
ク
ド

リ
等
か
ら
の
農
作
物
被
害
防
止
対

策
の
検
討
。
猟
友
会
組
織
の
維
持

強
化
並
び
に
人
財
育
成

回
答電

気
柵
の
施
設
更
新
、
修
繕
は

各
町
鳥
獣
害
対
策
委
員
会
へ
資
材

等
を
提
供
し
ま
す
の
で
、
地
元
で

の
対
応
を
願
い
ま
す
。
急
斜
面
等
、

地
元
で
施
工
で
き
な
い
箇
所
は
、

市
で
業
者
発
注
も
考
え
ま
す
。
カ

ラ
ス
、
ム
ク
ド
リ
等
の
対
策
は
、

被
害
発
生
箇
所
の
重
点
的
見
回
り

ゃ
駆
除
を
市
猟
友
会
に
依
頼
し
て

い
ま
す
。
狩
猟
免
許
取
得
試
験
費

用
を
市
が
負
担
し
て
か
ら
は
、
平

成
幻
年
度

4
人
、
平
成
お
年
度

3

人
が
猟
友
会
に
新
規
加
入
し
、
組

織
の
維
持
強
化
、
人
材
育
成
の
一

助
と
な
っ
て
い
ま
す
。

O
遊
休
農
地
の
解
消
、
発
生
防
止

の
取
り
組
み

「
め
ん
羊
」
放
牧
へ
の
支
援

回
答平

成
mm
年
度
か
ら
防
疫
に
要
し

た
費
用
の

2
分
の

1
以
内
の
額
の

支
援
を
い
た
し
ま
す
。

・
「
そ
ば
」
栽
培
へ
の
支
援

自
家
消
費
や
景
観
対
策
で
の

栽
培
者
支
援

回
答平

成
お
年
度
か
ら
補
助
制
度

(
農
地
荒
廃
化
防
止
事
業
補
助
金
)

を
創
設
し
ま
し
た
が
、
自
家
消
費

等
を
対
象
と
す
る
こ
と
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

E
農
業
後
継
者
対
策
に
つ
い
て

。
新
規
就
農
者
育
成
・
認
定
農
業

者
支
援
等
対
策

・
新
規
就
農
者
作
業
所
の
確
保

(
井
上
・
豊
洲
・
日
滝
地
区

に
設
置
済
。
高
甫
地
区
へ
の

設
置
検
討
)

回
答高

甫
地
区
の
新
規
就
農
者
作
業

所
は
、
利
用
で
き
そ
う
な
施
設
に

つ
い
て
所
有
者
と
の
交
渉
を
含
め

調
整
や
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
就
農
支
援
等
の
充
実
(
青
年

就
農
給
付
金
の
年
齢
要
件
緩
和
)

回
答新

規
就
農
者
(
担
い
手
)
確
保

に
は
、
農
家
子
弟
へ
の
支
援
も
重

要
で
あ
り
、
青
年
就
農
給
付
金
の

受
給
要
件
緩
和
を
国
に
要
望
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
機
会
を
捉
え
て

国
等
へ
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

・
認
定
農
業
者
、
就
農
者
等
へ

の
支
援
(
各
種
制
度
説
明
会

の
開
催
)

回
答制

度
説
明
は
、
電
話
や
直
接
市

窓
口
で
相
談
に
応
じ
る
こ
と
が
で

き
る
体
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。
農

業
委
員
会
で
所
管
す
る
制
度
説
明

会
を
設
定
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
市

も
連
携
し
説
明
に
あ
た
り
ま
す
。

O
農
業
者
の
家
庭
形
成
(
後
継
者

等
の
配
偶
者
対
策
、
情
報
提
供
、

事
業
周
知
)

回
答引

き
続
き
結
婚
相
談
事
業
を
社

会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
出
会
い

の
場
を
提
供
し
ま
す
。
情
報
提
供

に
努
め
て
い
ま
す
が
、
ご
自
身
で

の
確
認
、
農
業
委
員
会
で
の
情
報

提
供
も
願
い
ま
す
。

ノ
l
S
ス
/
ノ
l
事
故
/

農
作
業
M
M

全
国
で
、
毎
年
約
制
件
の
農
作

業
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
春
作
業
が
行
わ
れ
る
時

期
は
注
意
が
必
要
で
す
。

市
内
で
も
、
昨
年
死
亡
事
故
が

あ
り
ま
し
た
。

農
業
機
械
の
管
理
・
利
用
は
適

切
に
行
い
安
全
な
農
作
業
に
努
め

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
家
族
や
仲
間

で
声
を
掛
け
合
っ
て
、
農
作
業
事

故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。
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農業関係の務助制度に今い寸

農業関連の補助制度がありますので、お知らせします。
O新設された補助制度について

1、農業体験型農園の設置、グリーンツーリズムやワーキングホリデーの受入れに関する補助金
目的:農業体験型農園の設置、ワーキングホリデーの推進など
対象者:市の事業認定を受けた農家
対象経費:農業体験型農園の設置等を実施するために必要な経費

(報償費、旅費、需用費、役務費、使用料及び賃借料、原材料、委託料、工事請負費並びに備品購入費)
補助額:3分の 2以内の額。 (20万円を限度、 1回限り)

2、農業用水確保事業
目的:農業用水を確保するため
対象者:地区の受益者が組織する団体又は地縁団体
対象経費:10万円を超える深井戸及び施設の修繕工事費
補助額:10分の 3以内

3、果樹棚のリース事業への補助
目的:新規就農者の施設整備に係る費用負担の軽減
対象者:J A (農家子弟を除く認定新規就農者が JAのリース事業を利用した場合)
補助額:対象経費の 2分の l以内

0廃止された補助制度について
【認定農業者支援事業】

O改正された補助事業について
農地荒廃化防止事業補助金の対象に地域住民を中心として組織するめん羊を飼育する団体を加えました。
【農地荒廃化防止事業補助金】

目的:農地の荒廃化の防止を推進し、農業振興を図る。
対象作物:麦、大豆、そば
対象者:認定農業者・認定新規就農者及び集落営農組織を除く
対象要件:対象作物の農産物検査を実施し、対象作物を販売すること
補助額

10 aあたり 2万円認定農業者、認定新規就農者が規模拡大した場合の補助

対象作物など 補助額

麦 1キログラムあたり 70円

大旦 1キログラムあたり 160円
そば、 1キログラムあたり 200円

めん羊の飼育 防疫に要した費用の 2分の 1以内

第
幻
期
農
業
委
員
退
任
あ
い
さ
つ

• 

須
坂
市
農
業
委
員
会

長ム一品彦ザ末町・
4
A・

4
必

q神

第
幻
期
農
業
委
員
も

7
月
凶

日
を
以
て

3
年
間
の
任
期
が
満

了
と
な
り
ま
す
。
任
期
中
は
、

農
地
法
の
番
人
と
し
て
優
良
農

地
を
守
る
た
め
、
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
を
始
め
全
国
的
に
も
大
き
な

課
題
で
あ
る
遊
休
農
地
・
耕
作

放
棄
地
の
解
消
に
向
け
、
鋭
意

尽
力
し
て
き
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法

律
が

ω年
振
り
に
改
正
さ
れ
、

平
成
初
年
4
月
か
ら
施
行
と
な

り
、
新
た
な
組
織
と
し
て
生
ま

れ
変
わ
り
ま
し
た
。
改
正
農
業

委
員
会
法
の
一
番
の
目
的
は

「
農
地
利
用
の
最
適
化
の
推
進
」

で
あ
り
ま
す
。
改
正
の
主
な
点

は
、
農
業
委
員
の
選
出
方
法
が

変
更
と
な
り
、
新
た
に
「
農
地

利
用
の
最
適
化
の
推
進
」
に
向

け
た
活
動
を
展
開
す
る
た
め
の
、

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が

新
設
さ
れ
ま
し
た
。

改
正
法
に
よ
り
「
農
地
利
用

の
最
適
化
の
推
進
」
が
農
業
委

員
会
の
必
須
業
務
と
な
り
、
担

い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・

集
約
化
、
遊
休
農
地
の
発
生
防

止
・
解
消
、
新
規
参
入
の
促
進

会
長

，，，，， u
 

、Ko
 

g
 

に
つ
い
て
、
農
地
中
間
管
理
機
伽

構
と
連
携
し
た
積
極
的
な
取
組
川

み
と
そ
の
成
果
が
求
め
ら
れ
る
仰

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

m

こ
の
よ
う
に
私
ど
も
の
任
期
問

中
に
農
業
委
員
会
は
大
き
な
転
問

換

期

を

迎

え

ま

し

た

。

州

国
で
は
、
農
業
の
成
長
産
業
昧

化
に
向
け
た
農
業
改
革
に
関
す
川

る
検
討
を
踏
ま
え
「
農
業
競
争

W

力
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
取
り
凶

ま
と
め
ら
れ
「
農
林
水
産
業
・

L

地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
」
に
山

追
加
す
る
こ
と
に
よ
り
「
攻
め
(

の
農
業
」
へ
の
転
換
に
向
け
た
討

取
組
み
強
化
を
進
め
て
お
り
、
、
け

併
せ
て
「
強
い
農
業
」
「
儲
か

M

る
農
業
」
「
美
し
く
活
力
あ
る
許

農
村
」
の
実
現
に
向
け
て
取
組
口

ん
で
お
り
、
農
業
・
農
村
を
巡
阿

る
状
況
は
変
革
の
時
を
迎
え
て
い

お

り

ま

す

。

レ

次
期
農
業
委
員
及
び
農
地
利
ト

用
最
適
化
推
進
委
員
に
は
「
農
河

地
と
人
」
対
策
の
要
で
あ
る
制

「
農
地
利
用
の
最
適
化
の
推
進
」

L

に
向
け
て
、
農
地
情
報
の
収
集
・
跡

提
供
及
び
担
い
手
の
育
成
・
確
舗

保
に
取
組
み
、
成
果
が
上
が
る
の会

ょ
う
全
身
全
霊
で
の
ご
尽
力
を
総

ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。
詮

須
坂
市
農
業
の
ま
す
ま
す
の
委

発
展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
第
民
間

引
期
農
業
委
員
を
代
表
し
退
任

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

神
林

利
彦
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平成29年度農作業標準労賃・機械作業標準料金

これを目安として労務関係の適正を期してください。
1 農作業標準労賃

標準労賃 備 考
作 業 名

単位 1iiム 額 (技術の優劣を考慮する。)

稲作作業
田 植 作 業 1時間 870円 植付準備作業、消毒作業含む

般 作 業 11 780円

畑 作 ・花き 般 作 業 11 780円

到 定 作 業 11 1，600円 接木作業含む

袋 カミ け 作 業 11 780円

果樹作業 技 術 作 業 11 1，530円 棚建て

般 作 業 11 780円
摘果(花)・房切り ・摘粒作業

収穫荷造作業を含む

酪 農 搾 手L 作 業 11 1，310円

き の
、，

般 作 業 11 770円」

2 機械作業標準労賃

利用料金
作 業 名

単位 金 額
備 考

水 田 事井 起

畑 耕 起

水 田 代 カミ き

田 植 作 業
機械作業

稲刈結束作業(パインダー)

脱穀作業(ハーベスター)

籾 白 動 乾 燥

S S 防

ごZ ン ノミ イ

草 刈 作

※運転手付、燃料費も含む。
※機械のみ借りた場合は上記の 7割程度

3 大型機械利用料金

パックホー (2 t程度)

大型機械オペレーター労賃

薪割 機

機

除

ン

業

10a 
7，600円

7，800円

11 7，600円

11 9，000円

11 10，000円

11 10，800円

11 10，800円

1 kg 20円

10a 4，000円

11 25，000円

11 4，000円

作業容易なところ、 15cm耕起標準

作業容易でないところ

磯混入畑、耕地の不整形、小面積

及び果樹園の場合は別に考慮する

ガーデン作業の場合は 10%増し

植付のみ、標準は 2条植

結束ヒモ代含む

乾燥のよいもの

乾燥のよいもの

1回、作業容易なところ

4条メIjり、結束ヒモ代含む

乗用草刈機による作業

運搬料別・運転手付燃料費も含む

S Sの運転も対象

燃料費を含まない

※機械作業の消費税は内税とする。

***************************************** 
賃借料情報

平成28年 1月から12月までに締結 (公告)された市内の農地の賃 ・平均と比較して著しく高額または

借料 (10アール当たりの年額)等は、以下のとおりでした。 低額な賃借料は、特殊取引として

農地区分 平均額

水稲 平坦地 6，900円

(田) 中山間地 データなし

リンゴ 13，500円

ブドウ 21，200円

樹園地 相伝 データなし

梨 データなし

ブツレーン データなし

立日立 通 畑 4，600円

最高額 最低額

11，200円 2，900円

データなし データなし

26，500円 5，000円

35， 100円 6， 500円

データなし データなし

データなし データなし

データなし データなし

9，000円 2， 300円

データ数

40 

O 

26 

79 

2 

1 

1 

32 

除外しました0

・金額は契約額のみで算出している

ため、濯水代等については勘案し

ていません。

-金額は算出結果を四捨五入し、

100円単イ立としました。

-データ数が公表すべき基準(5件)

未満の場合は、 「データなし」と

表示しました。

※この情報は目安ですので、貸手と

借手で十分な協議をして賃借料を

決めてください。



た
だ
い
た
地
域
の
方
々
、
常
に
形
成
す
る
と
い
う
仕
事
に
や
り
が
温
か
さ
が
あ
ま
し
た
。

ん

提

親

身

に

な

っ

て

サ

ポ

ー

ト

を

し

い

を

感

じ

て

働

い

て

い

ま

し

た

。

ス

タ

ー

ト

イ

ン

に

は

な

ん

と

さ

制

て

い

た

だ

い

て

い

る

行

政

・

農

一

方

で

そ

ん

な

中

で

も

、

農

業

を

か

立

っ

た

わ

で

す

が

、

こ

れ

か

ま雅
3

協
の
方
々
の
お
陰
と
思
っ
て
お
営
ん
で
い
る
妻
の
実
家
を
時
折
訪
ら
数
年
間
は
食
用
ブ
ド
ウ
の
栽

:
例
典
町
民
れ
た
鵠
同
持
計
快
足
詰
思
ロ
芝
町
詰
唾
凱
恒
例
切
川
吉

〆

コ

郷

須

坂

で

農

業

を

基

に

地

域

に

父

と

交

流

を

持

つ

う

ち

に

、

一

所

先

は

果

物

を

心

に

複

合

経

営

を

一句
ヰ
本
根
差
し
て
生
き
て
い
こ
う
と
考
で
仕
事
を
定
め
て
家
族
を
養
っ
て
図
っ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
た
だ
、

た
田
(
え
た
き
っ
か
け
は
実
際
色
々
と
生
き
て
い
く
こ
と
に
漠
然
と
し
た
本
年
研
修
を
終
え
て
農
業
経
営
を

あ
り
ま
す
が
、
家
族
で
一
緒
に
あ
こ
が
れ
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
開
始
す
る
と
い
っ
て
も
こ
れ
か
ら

生

活

し

て

い

く

た

め

に

農

業

を

し

た

。

特

に

、

子

供

が

生

ま

れ

て

が

1
年
生
の
始
ま
り
で
す
。
技
術

生
業
に
で
き
た
ら
素
敵
な
こ
と
だ
生
活
が
子
供
中
心
と
な
り
、
仕
事
や
知
識
の
不
足
は
勿
論
の
こ
と
、

と
考
え
た
こ
と
が
大
き
く
あ
り
ま
と
生
活
の
歯
車
に
噛
み
合
わ
せ
の
自
分
で
は
ま
だ
想
像
も
つ
か
な
い

す

。

悪

さ

を

感

じ

始

め

て

そ

の

思

い

は

よ

う

な

苦

悩

が

あ

る

だ

ろ

う

と

覚

元
々
私
自
身
若
い
頃
は
で
き
る
強
く
な
り
ま
し
た
。
あ
こ
が
れ
だ
悟
し
て
お
り
ま
す
。
地
域
の
方
々

だ
け
、
自
分
が
知
ら
な
い
、
自
分
け
を
頼
り
に
農
業
を
仕
事
に
で
き
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
心
掛

の
こ
と
を
誰
も
知
ら
な
い
よ
う
な
な
い
か
い
ろ
い
ろ
と
調
べ
始
め
て
、
け
て
、
一
年
一
年
だ
ん
だ
ん
と
地

場
所
や
社
会
で
生
活
し
仕
事
を
す
制
度
や
補
助
の
存
在
を
知
り
、
須
域
農
業
を
支
え
る
農
家
の
一
員
と

る
こ
と
を
望
ん
で
い
て
、
実
際
毎
坂
で
新
規
就
農
と
い
う
挑
戦
を
決
な
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
気
張
っ

年
に
で
も
転
勤
が
あ
る
よ
う
な
会
意
し
て
、
今
に
至
り
ま
す
。
決
断
て
や
っ
て
い
く
所
存
で
す
。
心
強

社
で
働
い
て
お
り
ま
し
た
。
総
合
の
後
押
し
に
は
、
こ
ち
ら
で
食
べ
い
の
は
、
須
坂
に
は
高
い
技
術
を

物
流
の
仕
事
だ
っ
た
の
で
業
務
が
た
果
物
、
特
に
ブ
ド
ウ
や
リ
ン
ゴ
も
っ
た
農
家
が
多
い
こ
と
で
す
。

発
生
し
て
い
る
場
所
に
赴
き
、
業
の
美
味
し
さ
、
自
然
に
恵
ま
れ
た
技
能
や
手
法
を
模
範
に
さ
せ
て
い

種
を
問
わ
ず
様
々
な
人
と
や
り
と
生
活
環
境
と
し
て
の
豊
か
さ
、
交
た
だ
き
、
健
全
な
農
家
と
し
て
歩

り
を
し
て
社
会
基
盤
の
一
部
分
を
流
し
て
み
て
感
じ
る
人
の
心
根
の
ん
で
行
き
た
と
考
え
て
お
り
ま

仁コ
下775 第すざか農業委員会だより

田
中
典
雅
と
申
し
ま
す
。
平
成

幻
年
に
妻
子
と
共
に
須
坂
市
へ
移

住
し
て
き
で

3
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
の

4
月
か
ら
果
樹
農
家
と

し
て
日
滝
地
域
を
中
心
に
自
営
を

開
始
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
里
親
研

修
制
度
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

農
家
に
な
る
た
め
の
基
礎
を
学
ん

で
き
ま
し
た
。
今
そ
の
ス
タ
ー
ト

ラ
イ
ン
に
立
て
て
い
る
の
は
ひ
と

え
に
、
里
親
と
し
て
受
け
入
れ
て

い
た
だ
き
日
々
指
導
く
だ
さ
っ
て

い
る
農
家
さ
ん
、
家
族
ま
と
め
て

の
移
住
を
温
か
く
受
け
入
れ
て
い

平成29年 5月 1日

h
A
f
 

埼
玉
県
出
身
の
私
た
ち
夫
婦
は
、

農
業
を
す
る
た
め
に
平
成
幻
年
に

須
坂
市
へ
移
住
し
て
き
ま
し
た
。

二
年
間
の
里
親
研
修
を
経
て
、
今

年
か
ら
就
農
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。農

業
経
験
が
ほ
と
ん
ど
な
い
私

た
ち
に
親
身
に
な
っ
て
ご
指
導
い

た
だ
い
た
里
親
さ
ん
を
は
じ
め
、

(5) 

地
域
の
み
な
さ
ん
や
J

A
の
み

な
さ
ん
、
普
及
セ
ン
タ
ー
の
み

な
さ
ん
に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。

自
然
の
中
で
働
い
て
自
分
で

つ
く
っ
た
も
の
で
、
多
く
の
人

を
笑
顔
に
出
来
る
農
業
に
自
分

も
携
わ
り
た
い
と
思
い
、
ご
縁

が
あ
り
須
坂
に
ま
い
り
ま
し
た
。

初
め
て
須
坂
を
訪
れ
た
と
き

に
食
べ
た
果
物
の
昧
に
驚
き
、
自

分
で
も
こ
の
よ
う
な
美
味
し
い
果

物
を
つ
く
り
た
い
と
強
く
思
っ
た

こ
と
が
、
移
住
へ
の
決
め
手
に
な

り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
二
度
、
収
穫
を
経
験

出
来
ま
し
た
が
、
何
度
食
べ
て
も

そ
の
美
味
し
さ
に
は
驚
か
さ
れ
ま

す。
現
在
は
、
生
食
用
の
ぶ
ど
う
を

栽
培
し
て
い
ま
す
。

自
然
が
相
手
の
農
業
で
は
、
年

に
よ
っ
て
気
候
も
生
育
状
況
も
違

う
こ
と
を
、
こ
の
二
年
間
で
体
験

し
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
経
験
も
勉
強
も
足
り

ず
、
何
を
す
る
に
し
て
も
簡
単
に

出
来
る
こ
と
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

い
つ
も
、
こ
れ
で
良
い
の
か
、
頭

を
悩
ま
せ
な
が
ら
農
作
業
を
し
て

い
ま
す
。

須
坂
市
に
は
模
範
と
な
る
農
家

さ
ん
が
数
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す。
ま
わ
り
の
農
家
さ
ん
を
見
習
っ

て
、
少
し
ず
つ
一
歩
一
歩
、
一
人

前
に
な
れ
る
よ
う
に
努
力
い
た
し

ま
す
。須

坂
の
果
物
を
埼
玉
の
両
親
や

友
人
た
ち
へ
贈
る
と
、
い
つ
も
決

ま
っ
て
果
物
の
美
味
し
さ
に
驚
い

て
い
ま
す
。

ま
ず
は
身
近
な
人
を
笑
顔
に
出

来
る
よ
う
な
ぶ
ど
う
を
作
れ
る
よ

う
に
、
そ
し
て
徐
々
に
笑
顔
に
で

き
る
人
を
増
や
し
て
い
け
る
よ
う

に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
歩
き
だ
し
た
ば
か
り

で
す
が
、
一
歩
一
歩
着
実
に
前
へ

進
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

至
ら
な
い
点
も
多
々
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

上後あきす
げとる合皆 O

まもかい様
す何もさに
。卒しせは
宜れて折
しまいに
くせた触
おんだれ
願のくて
いで機、
申、会お
し今も付

司
令
伺
司
令

e依
環
憲
地
区
。

家
族
経
営
協
定
調
印
式

恒
例
と
な
っ
て
い
る
須
高
地
区

の
家
族
経
営
協
定
合
同
調
印
式
・

交
流
会
が

3
月

3
日
に
小
布
施
町

役
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

は
、
須
坂
市

6
組
、
小
布
施
町
2

組
、
高
山
村

1
組
の
須
高
で
計

9

組
の
ご
家
族
が
協
定
を
結
ば
れ
ま

し
た
。

平
成

8
年
度
か
ら
包
囲
目
と
な

り
、
複
数
の
市
町
村
で
の
合
同
開

催
は
稀
だ
そ
う
で
す
。

現
在
、
須
高
地
区
で
組
組
が
家

族
経
営
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

協
定
を
結
ん
で
い
る
多
く
の
方

か
ら
は
「
農
業
経
営
の
こ
と
以
外

に
も
話
し
合
う
機
会
が
増
え
、
家

族
み
ん
な
で
協
力
し
合
い
、
結
束

が
強
ま
っ
た
」
と
の
声
が
聞
か
れ

て
い
ま
す
。
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昨
年
の

8
月
か
ら

9
月
に
実

施
し
た
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
結

果
、
遊
休
農
地
の
面
積
は
、
幻

年
度
の
約
旧
国
か
ら
お
年
度
は

約
間
協
に
減
少
し
ま
し
た
。

農
地
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方

は
、
耕
作
ま
た
は
適
切
な
保
全

管
理
を
引
き
続
き
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

農
業
者
年
金
経
営
移
譲
年
金

受
給
者
、
相
続
税
、
贈
与
税
等

すざか農業委員会だより仁二3

τミf75 第

の
納
税
猶
予
対
象
者
の
農
地
は

後
継
者
、
相
続
人
等
に
よ
る
耕

作
が
必
要
で
す
。

な
お
、
貸
し
た
い
、
売
り
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